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序文 

紡織は我が国の重要な民生産業であり、非常に強固な技術的基礎と上流から下流

までの完全なサプライチェーンを備えています。国内向けには「ナショナル・マス

ク・チーム」がコロナウィルス感染拡大防止に多大な貢献を行っており、国外にも

アディダス・ナイキなど数々の国際的ブランド向けのサプライヤーがあります。そ

のため、国際的な潮流と歩を合わせるべく、工業局は紡織産業と手を取り合って積

極的にグリーン産業転換に注力してきました。特に近年におけるグリーンな製品デ

ザインとリサイクル原材料の導入は、我が国紡織産業の一大特徴です。 

世堡紡織は中小企業に属しますが、設立後40年あまりの道のりの中でいくつもの

優れた成果を創造してきました。1997年にペットボトル回収による繊維・ファブリ

ックの開発・生産を始め、国内外の賞や認証を獲得、またエコバッグやリサイクル

のスピーカー・サランネットなどではソニーとの協力関係を引き寄せました。近年

もブレイクスルーを追求し続け、2020年には経済部による伝統産業イノベーション

研究開発(CITD)計画への参加、Mitagri（台農発）との協力、パイナップルの葉とい

うエコ材料からの紡織生地開発を行いました。そのグリーン・イノベーションと循

環経済実践への精神は、強い印象を残しました。 

世堡紡織は、環境・安全・衛生の認証を通過した全国初の紡織中小企業です。工

業局では1998年から産業廃棄物削減のためのサテライト体系型企業を推進してき

ましたが、世堡紡織はサテライト中核の役割を果たすことになった最初の中小企業

ともなり、産廃削減実績優秀賞に輝きました。近年は我が国のグリーンエネルギー

政策に共鳴し、屋根型ソーラーパネル設置に乗り出しています。世堡紡織は以上の

ように長期にわたり実際の行動で政策を支持する模範的な存在と言え、衷心から敬

意と感謝の意を表します。 
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企業がその社会的責任(CSR)と環境・社会・ガバナンス(ESG)を重視するとは、持

続的な発展を重視することでありますが、同時に企業が競争力を維持する礎ともな

ります。このたび世堡紡織によるCSR報告書出版に立ち会うことができ、大変光栄

に思います。この報告書の中に、企業の社会的責任を各方面から推進するという同

社の営為がさらによく述べられていること、その経験と成果を全てのステークホル

ダーと同業他社が分かち合うことを信じております。さらに世堡紡織が将来にわた

ってもたゆまず精進し、国際社会に台湾の紡織産業が持つ意気盛んな「グリーン競

争力」が伝わることを願ってやみません。 

 

 

経済局工業局 局長  
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序文 

2020年の新型コロナウィルスによるショックの中で、世界中の企業がサプライチ

ェーンの再編成や顧客消費の変化という挑戦に直面しています。しかしそれでも多

くの企業がEnvironmental（環境）・Social（社会）・Governance（ガバナンス）への

積極的な営為を続け、良い影響をもたらしています。ESGは今や企業が持続的な発

展を目指す際のキーポイント的な指標となっています。 

世堡紡織は環境保護・リサイクルによるテキスタイル産業のリーディング・カン

パニーです。「台湾に根ざし、世界に目を向ける」との信念を抱き、自身が製造工

程改善を続け、グリーン製品を進化させるだけでなく、カーボン・ニュートラル運

動に共鳴し、カーボン・フットプリント精査からのCO2削減目標策定を行いました。

その功績により長年にわたって「環境保護企業賞」「国家盤石賞（優良中小企業賞）」

「永続工業エリート賞」「国家永続発展賞」など数々の賞に輝いた、持続的な発展

を遂げる優良企業です。 

玉山銀行は長期にわたり良質な金融サービスを提供し、中小企業の健全な成長を

お助けしてきました。2020年には中小企業向け融資で民間銀行一位、さらに経済部

による「信用保証実績優秀総合銀行賞」連続16年受賞の栄誉に与りました。また、

優秀な企業の「国家盤石賞（優良中小企業賞）」「小さな巨人賞」などへのノミネー

トにあたって協力・推薦を行っており、弊社が受賞へ導いた企業は全体の三割にの

ぼります。世堡紡織は2021年2月より弊社主催の「玉山ESG持続可能性提唱アクショ

ン」に参加し、台湾における卓越企業32社とともに気候変動への具体的行動を公約

しました。さらに2021年から電気使用とCO2排出の状況の精査、資源投入と節電ま

たはCO2削減に向けた具体的な行動の策定を公約しました。一般に台湾中小企業が

未だCO2削減情報を開示していない現在、この公約は極めて先見性のあるものです。 
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今般の企業社会責任報告書は、世堡紡織による「豊かな視野、未知を抱く」と

の持続可能性の理念でESG各方面を推進する、つまり企業として影響力を発揮し、

強靱で持続可能なロハス(LOHAS)の里を作る営為の現れであります。玉山銀行は、

世堡紡織が社会の持つ良き力の現れとなり、持続可能な発展の道を前進し続け、

より良き未来を切り開くことを、衷心より願っております。 

 

玉山銀行 ゼネラル・マネージャー 
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第一章 経営者の理念 
この多元化する競争市場の中で、弊社が

奮闘・追求する目標は終始不変で、「台湾

に根ざし、世界に目を向ける」が弊社の

一貫した信念であります。利益追求とと

もに企業の社会的責任をよく果たす、各

種作業安全・環境保護を推進する、各種

の社会貢献に積極的に関わる、政府の政

策に協力する、経験を分かち合う——こ

れらに自らの心身を捧げています。同時

に、中長期目標に向けて不断のイノベー

ションを行って先端を行き、市場競争力

を高めています。また「進取、明朗活発、

人間重視、自己超越、団体学習、団体協

力、分かち合い」を弊社の社風とし、「人

間本位」で進歩とイノベーションを追求

し、「チームが勝つ、みんなが勝つ」を経

営者・従業員全員の最高指導原則として

います。 
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第二章 世堡について 

会社概要 

世堡紡織（スーパー・テキスタイル）はオーディオスピーカーのサランネッ

ト、ベビーカーの布部分など、工業用テキスタイルを手がける専門メーカーで、

1975 年に設立されました。早くも 1993 年から回収ペットボトルによるエコ・テ

キスタイルの開発に乗り出し、グリーンマークおよび Oeko-Tex Standard 100、

CE など国内外の認証を取得、台湾エクセレンス賞を多数回受賞するなど評価を受

けています。 

さらに、近年の環境保護意識の高まりに伴い、世堡の多年にわたる努力は注目

を集め始め、2010 年にはドイツ TÜV ラインランドの再生材品質認定を世界で初め

て取得、その後も台湾行政院国家永続発展賞、「遠見雑誌」環境英雄賞、中小企業

優良 CSR 賞、台北市幸福企業賞、台湾経済部グリーン模範賞など数々の方面から

評価を得ています。近年は徐々にさらなる進化を遂げ、自社ブランド設立による

B2B から B2C を目指し、Quest ブランドを創始して馬術用品市場に参入していま

す。 

組織図 

 
 
 
 

 
 

 
 
 

社長 
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環境・安全衛生マネジメン
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業務部 研究開発部 管理部 
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安全衛生部 
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生産 

管理課 

倉庫 

管理課 
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沿革 
1975 年 弊社設立 

1985 年 UL 防火マーク取得 

1993 年 工場の全面コンピューター化 

1996 年 ロイド・レジスター（イギリス）より ISO 9002 認証を取得 

1997 年 ロイド・レジスター（イギリス）より ISO 14001 認証を取得 

1997 年 オーディオ専用スピーカーのサランネットで「台湾エクセレンス」受賞 

 

1997 年 回収ペットボトルのエコ・テキスタイルへのリサイクルの研究開発 

1998 年 回収ペットボトルからのリサイクル生地で「台湾エクセレンス」受賞 

1998 年 高性能クロスで「台湾エクセレンス」受賞 

1998 年 回収ペットボトルからの再生ニットおよび平織生地で「グリーンマー 

ク」認定 

 

1999 年 遠赤外線ニットで「台湾エクセレンス」受賞 

1999 年 産業廃棄物削減実績優秀賞を受賞 

1999 年 エコ生地で「台湾グッドデザイン賞」受賞 

2000 年 DNV（ノルウェー）より ISO 14001 /OHSAS 18001 認証を取得 

2001 年 吸水速乾性ニットで「台湾エクセレンス」受賞 

2001 年 DNV（ノルウェー）より ISO9001 / QS 9000 / TS 16949 認証を取得 

2001 年 TQM / 5S 制度を導入 

2001 年 経済部「省エネ優等賞」受賞 

2001 年 エコバッグシリーズで「台湾グッドデザイン賞」受賞 

2002 年 マジックタオルで「台湾エクセレンス」受賞 
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2002 年 サンドイッチ弾性生地で「台湾エクセレンス」受賞 

2002 年 蛍光生地で「台湾エクセレンス」受賞 

2002 年 産業廃棄物削減実績優良工場賞を受賞 

2002 年 第 3 回永続工業エリート賞（民生化学工業部門——紡織工業）受賞 

2003 年 国家盤石賞（優良中小企業賞）受賞 

2003 年 研究開発・イノベーション優良実績中小企業賞を受賞 

2003 年 ナレッジマネージメント・ポータルサイト設置 

2003 年 TS 16949（T2 版）品質マネジメントシステム構築 

2004 年 航空局より、防火・静電気防止機内ブランケット検査通過証書を受ける 

2004 年 ナレッジマネージメント・ポータルサイトをリニューアル 

2005 年 行政院環境保護署による「第 14 回環境保護企業賞」受賞 

2006 年 行政院環境保護署による「第 15 回環境保護企業賞」受賞 

2006 年 第 7 回全国標準化賞受賞 

2006 年 「共同デザイン」プラットフォーム設置 

2006 年 Oeko Tex 100 認証取得 

 

2007 年 行政院環境保護署による「第 16 回環境保護企業賞」受賞 

2007 年 「共同デザイン」プラットフォームをリニューアル 

2008 年 「イノベーション技術の応用およびサービス計画」策定 

2008 年 行政院労働委員会により「2008 年累積無災害記録 10 万時間証明」を受け

る 

2009 年 桃園県による「第 3 回老舗企業卓越賞」受賞 

2009 年 CE マーク取得(Test No. 113122559-01) 

2009 年 スイス・サニタイズド社より抗菌合格認証を取得 
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2009 年 工業技術研究院「ヒューマニティーと生活の高付加価値化」紡織品開発 

計画 

2009 年 紡織産業総合研究所紡織產業綜合研究所「エネルギー紡織品（ソーラー 

ファブリック）開発・応用計画」“能源紡織品開發與應用計劃” 

2009 年 馬術用品市場参入 

2010 年 CE マーク取得(Test No. 113123305-01) 

2010 年 世界初の TÜV による再生材品質認定取得(No. 0000000001) 

 

2010 年 2010 年度「行政院国家永続発展賞」受賞 

2010 年 第 2 回「遠見雑誌」環境英雄賞受賞 

 

2011 年 台北市労働局「幸福企業賞」受賞 

2011 年 「2011 台湾中小企業優良 CSR」に選定 

 

2011 年 第 1 回「台湾グリーン模範賞（製品部門）」受賞 

2011 年 馬術用品ブランド「Quest」立ち上げ 

.  
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2012 年 ドイツ・TÜV ラインランドによるカーボン・フットプリント検証通過 

 

 

2012 年 台北市労働局「第 2 回幸福企業賞」受賞 

2012 年 第 2 回「台湾グリーン模範賞（サービス部門）」受賞 

 

 

2013 年 第 3 回「台湾グリーン模範賞（製品部門）」受賞 

2013 年 PBWWD による検証通過 

2014 年 ドイツ・TÜV による再生材品質検証サービス通過 

        ISO 9001 認証通過 

ディズニー原材料サプライヤーおよびベンダー監査承認 

2017 年 経済部より「創業 40 周年以上の長い歴史を持ち、商工業発展を促進し就 
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業に貢献した」旨の感謝状受領、「台湾エクセレンス」 

USB 遠赤外線ボトルカバー 

                                         USB 遠赤外線アイマスク 

                                         USB 遠赤外線シート 

                                         USB 遠赤外線リストウォーマー 

2018 年 ドイツ・TÜV ラインランドによる 2015 年版 ISO 9001 品質マネジメントシ 

ステム認証通過 

2019 年 第 12 回桃園業績優良企業卓越賞（環境保護循環システム）受賞 

2020 年 第 26 回中小企業イノベーション研究賞受賞 

2021 年 楊梅第三工場購入 

2021 年 楊梅第二工場に屋根上ソーラー発電システムを設置 

2021 年 第 26 回全国品質賞「機能モデル部門-持続可能な開発モデル賞」受賞 
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製品種別 
一、各種ファブリック生産…聞く・座る・見る・着るという生活場面に関わる素材。 

 聞く…工業用生地。 

 

 座る…自動車内装、ベビーカーのシート部分。 

   

 着る…衣料用生地。 

 

二、自社ブランド製品…自社生産による機能性布素材、回収ペットボトルによるエ

コ布素材から開発したコンシューマー製品。 

馬術用品 Quest…遠赤外線機能性布素材から製造した各種馬術用品。 
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\             

      

 エコ・シリーズ ecotouch…回収ペットボトルからのエコ繊維から製造した各種

衣類・バッグ。 
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USJとコラボ——テーマパー

クにペットボトルリサイク

ルによるエコバッグを 

 

ペットボトル（本） 

 

RCO2 削減量(kg) 

 

節水量（リットル） 石油削減量（リット

ル） 

600ml ペッ

トボトル 

使用 省エネ CO2削減 節水 石油削減 

デザイン 関連報道 
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営業実績 
    近年の激動の国際情勢は国内の経済情勢にも影響を及ぼしています。先の見通

せない状況の中、世堡紡織は手堅く安定した発展のペースを保ち、既存顧客との関

係を深める一方、さらに新製品の研究開発に邁進、新市場開拓を追求してさらなる

ブレイクスルーを果たし、安定した営業を可能としています。 

年度 2018 2019 2020 
営業額 20,428 20,515 18,305 

単位：一万新台湾ドル 

 
CSR ポリシー 

  世堡紡織は、企業が利益追求だけでなく、社会的責任も積極的に果たすべきで

あることを理解し、特に以下の「企業の社会責任ポリシー」を制定しています。 

    企業公約を実践する 企業責任を果たす ETI（倫理取引イニシアチブ）の提

唱項目を遵守し職員に良好な仕事環境を提供する。また同イニシアチブの基本規則

遵守を公約し、上層幹部を任命して上記事項を監督・実行、労使間の道徳的規範を

遵守する 

 

また以下の戦略を採択しています。 

   1.企業ガバナンスの実行、ステークホルダーの利益に思いを致す 

   2.環境効率（エコ・エフィシェンシー）を重視し、環境へのショックを抑える 

   3.公共の利益に関与し、地域発展を促進する 
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第 3章 ステークホルダー 
ステークホルダーの識別 
  世堡紡織は持続可能な経営を追求し、ステークホルダーとの間に透明性のある効

果的、多元的なコミュニケーションのパイプを構築することに尽力しています。そ

れによりステークホルダーのニーズと弊社への期待を理解し、それを社会的責任ポ

リシーや関連する方針への重要な参考資料としています。 

  弊社では、設立の趣旨、経営理念と原則、企業ビジョンとステイタス、企業文化

と社会的責任ポリシーなどの重要原則に基づいてステークホルダーを識別し、マテ

リアリティ分析を行っています。本レポートでいうステークホルダーとは、株主、

顧客、従業員、サプライヤー、地域、政府機関、銀行、NGO および同業他社のこと

で、各部署の実務運営を通した報告に基づき、上記の原則に従って識別を行ってい

ます。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

責任 影響力 

親近感  

依存性 代表性 

策定意図 

ステークホルダー判定の流れ 

 

各部署幹部会議 

関連部署メンバー招集 

企業イメージ会議 

ステークホルダー判定 
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マテリアリティ分析 

  上記のステークホルダーが関心を持ち提起した問題に応じて、GRI G3.1 の指

標とする「企業ガバナンス」「環境保護」「公益」など各項目との関係を考慮し、各

部署による討論と評価を経て以下のマテリアリティを掲げました。またこれらにつ

いての「ステークホルダーの関心の強さ」と「企業へのダメージ・影響の切迫度」

を評価、項目ごとに重要性の順にまとめました。 

環境保護 

1. 重大な労働災害 2. 廃棄物管理 3. エネルギー・水資源管理 

4. CFP/WFP 5. 環境保護と職場の安全・衛

生の管理実績 

6. ソーラー発電の応用 

公共の利益 

1. 製品・サービス情報 2. 製品への責任と安全 3. 給与と福利厚生 

4. 教育訓練と生涯教育 5. 労使関係と労働条件 6. 作業環境と安全 

7. 権益保障 8. 公共の利益 9. セクハラ防止 

コーポレートガバナンス 

1. 合法性とコンプライアンス 2. インテグリティと持続可能

な発展 

3. 営業と利益獲得 

4. リスクマネジメント 

7. 公平な競争 

5. グリーンイノベーションと

グリーン製品 

6. 顧客サービスと満足度 

政府機関 

 株主 

 

顧客 

 

従業員 

 

サプライヤー 

 

地域 

 

NGO 

 

銀行 

 

同業他社 

 



 

22 

ステークホルダーとのコミュニケーション 
ステークホルダー 関心を寄せる問題 コミュニケーション手段 

株主 営業による利益獲得 株主総会 

コーポレートガバナンス 弊社ウェブサイト 

経営方針  

投資計画  

顧客 営業による利益獲得 顧客満足度調査 

グリーン製品とイノベーション 顧客の訪問と厳密な監査 

環境への責任 弊社ウェブサイト 

労使関係  

従業員 営業による利益獲得 社内会議 

福利厚生 従業員満足度調査 

労働条件 提案と改善 

安全な職場環境 面談 

労使関係  

地域 環境への責任 町内会・自治会会議への参加 

公共の利益 町内会・自治会活動への参加 

政府機関 コーポレートガバナンス シンポ・ラウンドテーブル参加 

環境への責任 申告と審査 

労使関係 現地監査 

安全な職場環境 公文書の遣り取り 

銀行 営業による利益獲得 定期訪問 

コーポレートガバナンス 弊社ウェブサイト 

 電話による意思疎通 

サプライヤー インテグリティ 満足度調査 

CFP/WFP 相互訪問 

 弊社ウェブサイト・電子メール 

NGO コーポレートガバナンス 実地調査 

環境への責任 ラウンドテーブル・シンポ 

公共の利益 弊社ウェブサイト 

同業他社 公平な競争 産業・工業イベント 

 電話または電子メール 

 

羅忠祐社長は 1989 年自社ブランド協会に加入、ブランドの販売・普及を行って以

来、各種外部協会または組織に加入してきました。 

 

1. ニット業組合監事 2000~2003 

2. 自社ブランド協会理事 1989-1991 

3. 中華民国台湾エクセレンスメーカー協会理事 (1999/1/20~2001/1/19) 
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4. 中華民国台湾エクセレンスメーカー協会常任理事(2006/3/28~2008/3/28) 

5. 経済部標準検査局紡織工業国家標準起草委員会委員 (1997/7/1~1999/6/30) 

6. 紡織産業総合研究所技術委員会副委員長 (2005/3/1~2005/12/31) 

7. 紡織産業総合研究所「2005 年紡織工業年鑑」執筆委員(2005/1/1~2005/7/31) 

8. 行政院国家科学委員会 2005 年度政府科学技術発展計画環境保護分野審査委員 

9. 自社ブランド協会常任理事(2001/11/2~2007/11/26) 

10. 年度産業・大学・研究所協力委員会委員（2005） 

11. 年度紡織展示会第一次調達選出委員会委員（2005） 

12. 世堡紡織株式会社社長 (府産業商字第 10282643800 号、2003/3/29。任期

2003/3/18〜現在) 

13. 中華民国商工連合会労使関係委員会委員 

14. 台湾エクセレンスブランド協会第 11 期常任理事(2020/2/21-)兼名誉理事長

(2020/2/21-) 

15. 中華民国紡織業拓展会「機能性紡織品認証業務指導チーム」第 5 期委員兼副幹

事 (紡(101) 貿字第 01752 號 2014/5/17~現在) 

16. 慈済国際人道援助会衣類チーム副幹事 (2006/10/01~) 

17. 台湾産業用紡織品協会第 6 期常任理事兼理事長 (台内団字第 1080043978 号 

2019/5/31~2022/5/30) 

18. 台湾地区テキスタイル工業同業組合第 25期常任理事 ((24)益 102総字第 00026

号 2015/12~現在) 

19. 台湾地区テキスタイル工業同業組合第 25 期市場開拓委員会委員長(2015/12~現

在) 

20. 紡織産業総合研究所紡織産業発展委員会委員（2006 年より）(紡所(103)紡委字

第 103012 号 2014/1/1~現在)兼委員長(2019/6/6 ~ 2023/1/31) 

21. 紡所(110)紡委字第 110001 号 

22. 新力ビル管理委員会委員 

23. 中 華 民 国 台 湾 ・ ト ル コ 貿 易 協 会 第 2 期 常 任 理 事 兼 副 理 事 長

(2018/6/11~2021/6/10) 

24. 台北市輸出入業同業組合第 19 期会員代表大会代表 ((107) 貿総行字第 00681

号 (2018/5/17 ~) 
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25. 中華民国商工連合会候補監事 

26. 中華民国商工連合会産業振興研究委員会委員(107)工商字第 383 号

(2018/9/5~2022/6/24) 

27. 中 華 民 国 商 工 連 合 会 会 務 委 員 会 幹 事 (107) 工 商 字 第 391 号 

(2018/9/5~2022/6/24) 

28. 中 華 民 国 商 工 連 合 会 国 際 事 務 委 員 会 委 員 (107) 工 商 字 第 389 号  

(2018/9/5~2022/6/24) 

29. 台北市輸出入業同業組合第 19 期紡織品チーム幹事 ((107) 貿進聘字第 A1414

号(2018/10 ~) 

30. 両岸紡織科学技術交流理事会副理事長 2019/5/31~2022/5/30 

31. 中華民国東亜経済協会第 3期理事兼副理事長 2020/8/18 ~ 2024/8/17 

32. 国品永続工業エリート連盟総会長 2021/1/1 ~ 2022/1/1 任期一年 

33. 「台湾産業競争力促進協会」第 3期顧問（戴宏怡氏招請による） 

34. イノベーティブ研究賞交流会第 7期顧問（緯和・周淑慧社長招請による） 

 

商工業・貿易関係 

1. 台北市進出口商業同業公會 

2. 中華民国紡織業拓展会 

3. 台湾地区テキスタイル工業同業組合 

4. 台湾産業用紡織品協会 

5. 紡織産業総合研究所紡織産業発展委員会 

6. 中華民国紡織業拓展会「機能性紡織品認証業務指導

チーム」委員 

7. 商工連合会会員委員会委員 

8. 商工連合会労使関係研究委員会委員 

9. 工業技術研究院材料・化学工業研究所繊維分野研

究開発諮問委員会委員 

10. 輸出入業同業組合 
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コーポレート・ガバナンス 

台湾エクセレンスブランド協会 

 

政府機関 

1. 労工保険局経営管理基金管理運用諮問委員会 

2. 経済部標準検査局紡織工業国家標準起草委員会 

3. 経済部国際貿易局 2003 年度紡織業特定費目審査班委員 

4. 経済部工業局審査委員 

5. 経済部工業局産業園区政策研究およびシンクタンク設

立計画シンクタンク委員 

その他 

国家盤石賞（優良中小企業賞）親睦会 

国立員林祟実高級工業職業学校 国立および台湾省私立高等学校 2004 年度コー

オプ教育事業機構評議委員 

 

    世堡では以上の外部協会・組織に参加することで、ステークホルダーが関心を

寄せるマテリアリティを理解し、それらの問題について弊社の立場と見方を表明し

ています。中でも代表取締役社長・羅忠祐は、中華民国紡織業拓展会、台湾地区ニ

ット工業同業組合、台湾産業用紡織品協会、台湾ブランド品協会、台北市輸出入業

同業組合といった外部協会・組織で常任理事・理事・監査役・筆頭幹事を歴任、最

近三年間では、両岸紡織科学技術交流理事会副理事長（2019 年）、台湾産業用紡織

品協会理事長および中華民国東亜経済協会副理事長（2020 年）、国家品質・永続優

秀性連盟総会長およびイノベーティブ研究賞交流会顧問（2021 年）を務めました。 

 

顧客満足度 

 顧客満足度は顧客の受け止め方を把握するための情報源です。サービスの充実

と最高品質の製品提供を守るため、毎年一回顧客満足度調査を行ってニーズを満た

せているかを把握、それをもとに改善を続けています。調査項目としては、顧客満
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足度、製品の品質、使用者の意見、製品イノベーション、クレーム処理などがあり

ます。 

 

第 4章 企業ガバナンス 

企業ガバナンス体制 

 

「さらに美しい明日を創造する」という弊社の使命を実現するため、世堡紡織で

は内部ガバナンスメカニズム強化と営業効率アップ、加えて地域・従業員・顧客・

パートナー企業などを含む全ステークホルダーとの良好な関係を保つことで、社会

・市民の信頼を獲得し、社会責任を確実に履行し、持続可能な経営に邁進してまい

ります。 

弊社では以前にも「企業ガバナンス制度評価基準」規格と指標を参考に企業ガバ

ナンスメカニズムの自己評価を行い、株主の利益の保障、情報の透明性、経営層の

規律づけ、ステークホルダーの利益の尊重および社会的責任の面で、ガバナンス実

績を引き上げています。 
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株主総会 
世堡紡織は創業 46 年、中小企業とはいえ、関連法規を厳守し、定期的に株主総

会を開き、弊社の現在の営業成績や将来への発展の方向を報告しています。透明性

・公開性確保の原則により、株主・投資者が弊社の現在の営業状況を十分に理解し、

またその現状に基づき提案を行い、将来の方向性を調整することができるようにし

ています。 

 

内部統制システム 
世堡紡織では、企業ガバナンス確保・実現のため、内部統制と監査を強化してい

ます。四半期ごとに内部部署の相互監査を行い、提出された報告書は社のナレッジ

・マネジメント・システムで公布、取締役と全従業員が閲覧できるようにしていま

す。実行にあたっては、毎年度の監査計画で実地検査あるいは書面審査を行い、そ

れに合わせて不定期かつ特殊な目的に向けたプロジェクト監査や ISO/DNV/OHSAS

などの管理システムなどにより改善に向けた提案を提供しています。それを社によ

る内部統制システムの欠点と営業効果・効率のチェックへの一助とし、営業効果・

コンプライアンス・財務報告の効果的な実施および内部統制修正の検討材料を合

理的に確保しています。 
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リスク・マネジメント 

世界的な気候変動により引き起こされた極端な気候の影響は広範囲にわたって

います。弊社は気候変動のリスクを判断し、それに応じたマネジメント・アクショ

ンを提唱しています。これは企業による現在・将来の組織・資産配置、投資戦略、

サプライ・チェーン選択・人材獲得において適切な予防的行動をとり、影響を最小

限にするにあたっての助けとなります。世堡は輸出主体の紡織企業であるため、リ

スク・マネジメント強化を通じて持続可能な経営という目標を達成し、経営リスク

を効果的に減少させます。弊社では「原材料価格変動マネジメント」「財務リスク

・マネジメント」「信用マネジメント」「情報セキュリティ・マネジメント」「環境

および職場安全に関するリスク・マネジメント」の五大項目に対して、リスクの内

容の判断および定義とコントロール・マネジメント対策制定を行っています。 

 

世界の気候の激烈な変化は原材料およびエネルギー価格の大幅な変動をもたら

しました。また欧州債務危機は景気低迷、ひいては世界的な経済の衰退を引き起こ

し、企業経営へのプレッシャーとなっています。原材料価格変動による損失のリス

クを回避し、安定的な製品出荷を維持するため、弊社では以下のような対応策をと

取締役会および審査委員会 

本グループを管轄す
る内部統制システム 

リスクマネジメント委員会 

内部統制検討 

業務のセグメンテーション 

財務実態
のリスク 

関係および顧
客満足度のリ
スク 

従業員およ
びスキルの
リスク 

投資者および
ステークホル
ダーの自信の
リスク 

安全・環境お
よび信頼性の
リスク 
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っています。 

1. 社内で生産販売検討会議を行い、原材料在庫をコントロールする 

全体的な調達戦略の方向を定期的に調整、値下げによる損失を回避し、調達

量をタイムリーに調整。 

2. 代替の仕入れ先を準備、一本化によるリスクを回避 

代替となるサプライヤー開拓を続け、現場で使用する部署が協力して他メー

カー原料を試用。 

 
サプライヤーに関するポリシーとマネジメ
ント 

世堡では「グリーン調達」を推進することでサプライヤーに影響を与え、サプ

ライヤーがグリーン企業モデルに転換することを応援しています。弊社の「グリー

ン調達」は大幅に変わってはいず、一種の「調整」「強化」を行うもので、製品・サ

ービス・物流管理・包装・原料・エネルギーなどをカバーし、ファックスを通して

サプライヤーへの啓発を行い、持続的なサプライチェーンに向かって歩み続けます。 

 

財務リスク・マネジメント 
財務面で遭遇する可能性のあるリスクとしては、銀行の融資限度額が資金繰りに

影響しない程度に十分あるか、金利・為替レートの変動、現金流量の掌握と流動性

などがあります。これらの潜在的な問題に対し、弊社では次のような対応策をとっ

ています。 

銀行について 

銀行といつでも滞りのない連絡を保つ。準備金を適度に増やし、予期せぬ必要に

備える。 

資金について 

市場の資金供給需要と金利の変化を評価し、資金調達の方式を慎重に選択する。 

営業について 

売上債権回転期間を縮め、生産部門は在庫保有期間を短くする。 
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情報セキュリティ
・マネジメント 

情報セキュリティの厳密なコントロ

ールと日々の営業の正常な進行を確保

し、従業員・顧客・サプライヤーなどに

安全で適切なサービスを提供するため、

リスクゼロの情報セキュリティを達成

します。 

弊社は全世界の顧客に製品・サービ

スを提供しているので、情報のセキュリティと保障を非常に重視しております。そ

こで、弊社では情報の機密性と完全性に対し、以下のような厳密なコントロール措

置を行っております。 

1. アーカイビング…責任者を置いて定期的に OS・ソフトウェア・ファイルの

バックアップを行うほか、オフサイト・バックアップおよび保管を行い、ファイル

保管の安全性を高めています。 

2. データ保護…社内からの脅威に対する防御策としては、個人使用のコンピュ

ーター端末についてはウィルス対策ソフトによる防御態勢を敷き、定期的に OS の

セキュリティ・ホールに対処、端末自身の防御力を高めています。社外向けには、

ファイアウォールによる侵入探知システムと各種情報セキュリティ・ゲートウェ

イを設置、ネット上の不正常な行為を厳格に監視するとともに、ハッカーによる侵

入と個人資料漏洩のリスクを遮断しています。 

3. 迅速なシステム復元…定期的に他のコンピューターおよびオフサイト・バッ

クアップ先からの復元を行う実働型訓練を行い、システムの安定性を高めることで、

正常な経営を担保しています。 

 

安全・衛生リスクマネジメント 
2000 年、国際規格である労働安全衛生マネジメントシステム(OHSAS18001)を定

め、認証機関 DNV からの認証を取得しました。これまで、世堡では一貫してこの

OHSAS の規範・国内法規・ステークホルダーなどからの要請を遵守し、作業の流れ

と内容の全面的調査を通じて、危険の判定とリスク評価を行っています。 



 

31 

サプライヤーマネジメント 
世堡はすでに「調達マネジメントプログ

ラム」を策定しています。原則的に、調達は

適格サプライヤーから行わなければなりま

せん。初回調達時にサプライヤー能力をチ

ェックし、合否を判定します。調達にかかる

記録は保存され、資料は全て取引システム

の中に組み込まれなければなりません。調

達品はいずれも管理・コントロールされ、政府による関連安全法規の規定に適合し

ます。サプライヤーと協力会社の品質システム開発にあたっては、技術と顧客の品

質への要求が重要な条件となります。ISO9001:2000 に基づいたシステムを構築す

る以前から、物資調達は世堡の品質システム規格により行われていました。それは、

サプライヤー審査・登録・管理・評価制度を構築し、開発の優先順位は完全にその

品質と製品の重要性により決定するというものです。サプライヤー評価は顧客の要

求を重要な条件として定期的に行い、サプライヤーの品質と納期順守を確保してい

ます。また評価と審査は「サプライヤーマネジメントプログラム」に準じて行いま

す。契約にあたって規定が発生した際、世堡は顧客が認可したサプライヤーから原

材料を調達しますが、そのサプライヤーは品質に関する各種責任を果たしていなけ

ればなりません。調達書には購入品の名称・規格・納期・数量・価格・その他特記

事項を明記し、サプライヤーが容易に照合できるようになっている必要があります。

「仕入品検査フロー」により調達した原材料・半製品・製品の検査を行い、品質へ

の要求にマッチすることを保証しています。世堡または顧客によるサプライヤーの

もとでの検証では、調達契約の中でそれに関する説明を行い、検証作業の日時を定

めなければなりません。「仕入品検査フロー」に基づく仕入品の品質保証は、次の

ような方法で行います。 

a. 在庫管理課が仕入製品を全数検査の上受け取り、ニット課・検査課がそれぞ

れ半製品・製品を検査し、文書記録を残す。 

b. 世堡で検査できないものについては、サプライヤーが出荷品検査記録をつけ

る。特に原材料サプライヤーには調達契約の際「物性・化学的特性検査表」

をつけるよう求める。必要なときは、サンプルを採取して第三者公証機関に

顧客 

SCM（サプライチ

ェーン・マネジメ
ント）システム-B 

製品検査 工場内でのデザイ
ン・加工・製造 

世堡 

協同デザインシステム 

 

ワークフロー 

ム 

 

SCM（サプライチ
ェーン・マネジメ
ント）システム-A 

協力会社／サ
プライヤー 
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よる検証に回す。 

c. 仕入品の品質記録に基づき、必要なときは世堡あるいは第三者公証機関がサ

プライヤーに対して実地に審査または照合を行う。 

d. 性能面の要求が満たされているかどうかを、自社ラボラトリーにて、または

基準を満たす機関に委託して検証する。 

e. 顧客の同意を得たその他方式による。 

品質のモニタリングとコントロール…「生地変異明細日報」「異常状況処理書」

により、持続的な品質モニタリングとコントロールを行っています。 

納期のモニタリングとコントロール…「染色工場追跡表」「サプライヤー納期遅

延往復通知書」により、持続的にサプライヤーへのフォローアップとモニタリング

およびコントロールを行っています。担当者に通知する必要のある品質・納期上の

特殊な問題、また顧客による返品といった問題については、「顧客クレーム処理プ

ログラム」により処理します。 
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第 5章 持続可能な環境 

環境マネジメント制度 
弊社社長は、社および工場の包括的営業推進と社の中長期目標の策定を担当して

います。また品質マネジメント推進委員会と環境および職場の安全・衛生マネジメ

ント推進委員会を設置しています。組織形態として「フラット型」を採用し、「企

業家族」の精神で経営を行い、協力会社および顧客との関係では「戦略連盟」の方

式を採用、Win-Win の創造を原点・ゴールとしています。労使調和・積極的なコミ

ュニケーション・協調協力のネットワーク状組織を構築しています。 

ISO 9002に基づく品質マネジメントシステムで1996年にロイド・レジスター・

クオリティ・アシュアランス（LRQA）と経済部商品検査局による認証を取得した後、

翌 1997 年には ISO 14001 に基づく環境マネジメントシステムを構築、LRQA の認証

を取得し、環境保護への新たな一歩を踏み出しました。また 2000 年、職場におけ

る安全・衛生の重要性に思い至り、ISO 14001 と OHSAS 18000 に基づく環境および

安全・衛生マネジメントシステムの統合を断行、ノルウェーDNV の認証を取得しま

した。 

 

グリーン製品と製造工程 

1993 年より、世堡紡織では「回収ペットボトルからの再生テキスタイルシリー

ズ」という製品の開発製造に力を注いできました。これは回収されたペットボトル

から一連の工程を経て環境保護に資する再生テキスタイルを製造するもので、台湾

のグリーンマークを申請しました。 

世界では毎年 3000 億ポンドものプラスチック製品が生産されていますが、リサ

イクル・再利用できるものはわずかです。ペットボトルは本来石油精製品であり、

目下「シェールガス」製品が天然ガスと石油に代わるものとして発見されているも

のの、いくつかの製品生産はまだ石油化合物に頼っています。しかし石油資源は有

限です。このため、使用済みペットボトルの回収と再生により、CO2 を削減でき、

水資源・化学添加物などによるエネルギー損失を 80％減少させ、産業へのショッ

クを抑え、エネルギー源開発を減らして環境汚染を改善することができます。 
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2007 年から現在に至るまで、ヨーロッパ市場参入のため、世堡紡織では Oeko-

Tex Standard 100 を通過、ヨーロッパにおける環境保護のハイレベルな規格にマ

ッチさせました。2009 年にはコンシューマー製品市場の開拓に乗り出し、EU の CE

マークによる認証を取得しました。さらに 2010 年にはドイツの TÜV ラインランド

の再生材品質検証サービスを世界で初めて通過、環境保護・持続可能な発展におけ

る歴史の 1ページを記すこととなりました。 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

ペットボトル  
資源回収所

（慈済または

回収業者） 

資源 ベール 

再生処理工場

（亜東創新／
尚益） 

フレーク チップ化工場 
チップ（遠東
／新光） 

紡績 

粗紡 
（遠東／新光） 

エコ繊維 織布 染色 裁断 

毛布 皆様の元へ 
ゴミは黄金に 黄金はダイヤに ダイヤは大

いなる愛に 大いなる愛は心の安らぎに 
 

切断 

洗浄 

異物除去 

選別 

選別 
 

選別 
 

圧縮 

資源回収所

（慈済または
回収業者） 

リサイクル製品 

ペットボトル 

織布 

製品 

分別収集 

選別・洗浄 

選別・ラベルはがし・洗浄・粉砕・浮遊選別・脱水・粉砕・紡績・再製品化の流れを経て、紡織製品ができあがります 

 

圧縮 

保管 

解体 分離 

分離 洗浄 

手選別 粉砕 

1997 年 参入紡織廃棄物回収・リサイクルの研究開発 

1998 年 獲得台湾エクセレンス（ペットボトルからの再  
生生地により）グリーンマーク（ペットボトル
からの再生紡織品により） 

1999 年 獲得台湾グッドデザイン賞（再生エコ生地によ 
り） 
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端切れ回収・リサイクルの流れ: 

 

 

 

独特な位置を占めるサテライト型組織体系 

世堡紡織では、1998 年に産廃削減のためのサテライト型組織体系を推進し始め、

同体系の中心工場化を推進した初めての中小企業となりました。さらに 2002 年に

は工業技術研究院環境安全センターで持続可能な発展を実現するための技術的手

段についての包括的な指導を、「億東紗廠」「福盈助剤廠」「名陽織廠」など上流・

中流・下流にわたるメーカーと共同で逐次参加・実施しました。 

サプライヤーを結合してグリーンなサプライチェーンを構築し、製品のライフサ

イクル評価・エコデザイン・環境会計・クリーンな生産技術などの持続的な改善

を実施、サプライチェーンを統合した環境マネジメントに向けて取り組みました。

全体でメーカー17 社、計 11 の業種が共同で推進しており、関与する従業員は 2,422

人、総合経済効果は 1億 6000 万元以上にのぼります。 

 

粉砕して綿状に 
 

端切れ 

ファブリックから製品へ 

気泡を入れてポップコーン・キューブ状に 

緑色のポップコーン・キューブ＋フレーク 黒いポップコーン・キューブ＋フレーク 

「ゆりかごからゆりかごへ」の実践 

 

紡績 
灰色チップ＋薄緑色チップ 
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世堡紡織（株）のサテライト型組織体系図 

 
 

環境会計の徹底 

2005 年、台湾環境マネジメント協会による環境会計指導の実施をうけ、「環境会

計グリーン帳簿」を設置、数量化された指標による環境マネジメントを具体的かつ

徹底して実施しています。産業の趨勢に合わせ、知識をシェアするプラットフォー

ムを研究・開発するため、従業員を知識型従業員へと転化し、ペーパーレスの作業

フローを構築し、紙を減らすという環境保護の理念を実現します。 

 

製造工程改善に向けての努力 
2003、2004 年と連続して、中国生産力センター(CPC)に専門的指導を委託。製造

工程改善の方面では、年々機器の入れ替えを行った結果（スイス製自動裁断機、ド

イツ製コンピューター制御ジャカード織機、日本製バランス裁断機、フランス・レ

クトラ社製コンピューター制御自動裁断機などを輸入）、製造スピード高速化、効

率・品質アップと瑕疵品と廃棄物の減少を果たしました。 
 

 

繊維粗紡業 

億東織業 

三新紡織 世堡紡織 

名陽企業 

至徳公司 紡織代行業 

紡織業 
紡績業 

化学・電子工業 
亜洲化学 

頌岱爾工業 

裁断代行業 

染色業 

東欣実業 

頂立染色 

繊維定型業 

協灃企業 

機械工業 

包装業 

材料業 

台利離型材

料工場 

八徳行企業 

䔥台東製 

千盛実業 

世堡紡績の産廃削減

サテライト型体系 
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1 協力会社との新たなグリーンパートナー関係の構築 

2 協力会社との環境保護に向けた公約の取り決め 

3 環境関連物質不使用の責任保証を周知、使用原材料の全数監査受け入れ 

4 グリーンパートナー認定プログラムの策定 

5 EU の環境保護指令 ROHS, EUP の遵守 

6 輸入原材料検査システムおよび環境関連物質含有量データ化の構築 

7 
製造過程保証システム…6 種重金属（鉛、カドミウム、六価クロム、水銀、臭素系難燃剤 PBBs

および PBDEs）不使用証明書 

8 エコロジー化デザイン方式を採用して製品のエネルギー効率を高め、グリーン製品開発を奨励 

 

 

グリーン製品 
世界に先駆けて「ゆりかごからゆりかごまで」(Cradle to Cradle)の理念を実践 

グリーン製品の具体的な製法および成果としては、世堡製品の主要原料・ポリエス

テル加工糸に含まれている PET は無害です。製造工程後半の成形・染色では、外部

委託の染色工場に無毒性染料使用を要請、中でも難燃性助剤は海外（日本）から無

毒性のものを購入しているので、いかなる環境汚染・人体への危害も引き起こしま

せん。 

持続的な発展と資源の新たな統合・再利用という目標のもと、世堡ではすでに端切

れ回収・反毛・製糸技術の開発、また現在までにショール・セーター・帽子といっ

損耗減少の徹底と自動裁断 

2000 年稼働開始〜2018 年設備更新 
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たコンシューマー製品開発に成功、廃棄物減量とリサイクルの道をさらに一歩進み

ました。 

回収ペットボトルによるエコ生地 

帽子 

帽子は主に頭部保護とファッション性という働きがあり、その用途は日除け・防

寒にとどまらず、非常に広いものです。大部分の帽子は多数の生地片を組み合わせ

て錐状にし、ミシンで縫い合わせる方式をとっていますが、ミシン目が集まるとこ

ろでは通気性が悪いため、複数個の孔を開けて通気性を確保しています。現在の技

術の及ばないところを解決するため、世堡ではペットボトルを材料とする通気性の

ある繊維を用いて、帽子本体を一体成形して製造するという改良型構造を創作しま

した。つば後方下部は弾性のある糸を補助として用い、頭に合わせて調整できるよ

うになっています。世堡が改良型構造を開発することで解決したかった問題は、主

に行われている 6 枚の生地片によるミシン目に通気性がなく、一針・一線によるミ

シン縫合が困難なため、時間がかかり不便な上、少しでもずれがあれば形が変わっ

てしまうことでした。このため、世堡では一体成形方式を採用、ミシン縫合で困難

だった問題を解決し、さらに製作に要する時間を減らし、ペットボトルによる通気

性のある糸を利用しました。このような設計により、材料・時間・加工工程を縮減

し、CO2 削減・環境保護・通気性を達成、製造・使用の利便性を高めることができ

ました。 
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エコバッグ 

バッグのデザインにおいて、世堡は一般のエコバッグからのブレイクスルーを果

たしました。ミシンにより縫い合わせる一般の方法のほか、縫い目の出ない方式も

採用しています。高温・高圧技術を用いて布片を貼り合わせるというものです。ま

た外観のデザインとしては、一般のプリントあるいは配色によるデザインと違って

「透かし彫り」の方式を採用し、生地表面に特殊な図案をつけています。生地表面

に図案を出さなければならないので、大部分は図案の上にさらに刺繍をして修正を

していますが、世堡では主に縫い目なしの製品を掲げているため、製作にあたって

さらなる挑戦に向き合うことになりました。高圧力方式を利用し図案定着を素早く

完了させることで、図案周囲の剥離やひび割れがなくなりますが、これを達成する

ために世堡では心血を注ぎ時間をかけて試験を繰り返し、ついにデザイン上のブレ

イクスルーを果たしました。 
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毛布 

エコ毛布の主原料は無害なものです。製造工程後半の染色・仕上げにおいては、

外部委託の染色工場には無毒性の染料・助剤使用を要請し、それとともに顧客には

原料であるペットボトルの色をそのまま用いて製作することを提案しています。緑

色のペットボトルからは緑色の製品が、透明なペットボトルからは白い製品が生ま

れます。それにより染料・水資源の消費を減らし、製造工程の短縮とエネルギー使

用量削減を達成できます。また持続的な発展と資源消費の整合性を追求しています。

エコ毛布製作の際はミシン目と端切れができますが、世堡紡織は端切れの回収・リ

サイクルにも成功しており、新製品開発に伴う廃棄物減量とリサイクルの道のりに

おいて一歩前進しました。 

 

 

 

精錬 染色 還元洗浄 

再染色 

釜洗浄 

分解清掃 

修理 

工程の合理化 節水 

再染色 

回数低減 
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緑冠農場との協力による、パイナップルの葉からの繊維抽出による生地・製品生産

技術の研究開発 

経済部による 2020 年度伝統産業イノベーション・研究開発(CITD)に参加…特定

課題研究開発計画補助（パイナップルの葉を材料とする環境保護生地の開発・紡

織）、また 2021 年度の経済部国際貿易局による紡織製品の整合的販売およびビジネ

ス・チャンス開発計画（国際市場における持続可能なエコ紡織製品の整合的販売計

画）による資源から、普及と販売を一歩前進させました。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

☆靴の製造工程図 

パイナップルの葉を採取 パイナップルの葉を繊維に加工 紡績 

製織 生地 製品 
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環境保護マネジメントの構成…PDCA サイクルによるマネジメント 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
 

カーボン・フットプリントの詳細な検査 
世堡収集によるデータ、加えて行政院環境保護局が環境科学エンジニアリング・

コンサルティング（環科工程顧問股份有限公司）に委託して行った「2011 年度カー

ボン・フットプリント模範的ケース・プロジェクト作業計画」により、「製品別規

則…紡織材料製手提げ袋」の主導的メーカーを担当し、同規則を制定しました。 

それとともに、大愛感恩科技による「人造紡織材料製毛布」の製品別規則制定を

支援、また同社が環境保護局の算出ガイドラインに沿って毛布のカーボン・フット

プリントを公開することにも協力しました。 

世堡では TÜV ラインランドを通じて、行政院環境保護局の算出ガイドラインに

よるエコバッグのカーボン・フットプリント公開を行っています。 

▪ 温室効果ガスの管理  
▪ エネルギー源の管理  
▪ 水資源の管理 

グリーン製品 気候変動 

汚染防止 
全員による環
境保護 

▪ Hazardous substance management 

▪ Textile yarn source management 

▪ Design environmental management 

 

 

▪ 有害物質の管理 
▪ 繊維供給源の管理  
▪ エコ製品のデザイン 

▪ 省エネ行動  
▪ 節水行動  
▪ 廃棄物削減と回収 

▪ 資源回収とリサイクル  
▪ 水資源の分割管理  
▪ 騒音公害防止 
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カーボン・ニュートラルに呼応し、脱炭素を目指してライフ・サイクル・アセ

スメントを行っています。 

 

CO2削減実績と目標の管理 

核心的 SDGs 
鍵となる指標 2018 2019 2020 2021 

重みつき KPI 実績 実績 実績 目標 

カーボンネガテ

ィブ 

電気使用度数 305,280 282,160 265,200 260,000 

2017 年比の節電度数 46,320 69,440 86,400  

節電による CO2 削減量

(kg) 25,661.3 38,469.8 47,865.6  

水道使用度数 642 356 421 400 

雨水回収度数 639 754 607  

実際の水道使用度数 1,281 1,110 1,028 1,000 

雨水回収装置な

しの場合の度数 

2000年水道使用度数

(1,810)との比 
Saved 1,278 

units 

Saved 1,454 

units 

Saved 1,389 

units 
 

省エネによる

CO2削減 

節水によるCO2削減量

(kg) 
766.5 814.4 821.1  

CO2 削減プロジ

ェクト 

1. 雨水回収・再生システム設置（2000〜2021 年） 

2. 従来型電灯から LED 電灯への切り換え（2017〜2021 年） 

3. 太陽発電システム設置（2021 年 5 月〜） 
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ウォーター・フットプリント 

水消費量の節約に力を尽くしています。世堡では 1995 年より、工場内に相前後

して二基の雨水回収水槽を設置、総貯水量は 254 トンになります。さらに定期的に

水質検査を行い、一般製造ライン・エアコンおよび冷却・トイレ・園芸・衛生目的

などに用いています。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

Rainwater recovery system 
雨水回収設備 

第一工場 第二工場 

63t FRP 雨水貯

水槽 
ビオトープ池

12t 雨水循環槽 
139t地下雨水貯

水槽 
焼却炉冷却用 4t

貯水槽 
ポリバケツ 36

個／各 0.2t 

使用可能な雨水 254t。工場全域のトイレ用水は全て回収した雨水による。夏季は屋根の

自動散水設備と水冷式エアコンに使用。消防用水・清掃・敷地緑化のための環境用水。

総額 198 万元。 

 

Schematics of rainwater recovery of Super Textile 

Rainwater recovery pipeline Ecological pond circulating pipeline 

Ecological pond circulating pipeline embedment 

Super Textile #1 
plant 

Super Textile #2 
plant 

300 kg x 4, 1.2-ton water 
storage bank 

250 kg x 30, 7.5-ton water 
storage bank 

7 m (L) x 6 m (W) x 3 m (H) 
126-ton underground water 

storage tank 

2 m (L) x 1.5 m (W) x 2 m (H), 6-ton 
underground water storage tank 

100% rainwater ecological 
pond/Taiwan native species 

Front gate 

14 m (L) x 1.5 m (W) x 3m (H) 
63-ton FRP modular above-ground water storage tank 

世堡紡績雨水回収設備 
 

雨水回収用パイプ ビオトープ池循環用パイプ L14m×W1.5m×H3m 63t 組立式 FRP

地上貯水槽 

 

ビオトープ池循環用予備埋設パイプ 

250kg×30 個 7.5t

水タンク 

 

7m × W6m × H3m 

126t 地下貯水槽 

 
世堡第二工場 

300kg × 4 個 

1.2t 水タンク 

世堡第一工場 

L2m × W1.5m × H2m    

6t 地下貯水槽 

 

正門 

 

100%雨水からなるビオト

ープ池／台湾在来生物種 
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2020 年に屋上ソーラーパネル(189Kw)設置、2021 年 5 月 14 日、メーター取り付け

完了 

 

 

年度 従業員数 水道水量（度） 回収雨水（度） 年度電気使用量（度） 
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廃棄物管理 
1997 年に環境保護のための生地回収技術開発に乗り出して以来、世堡紡織では

次の世代に綺麗な環境を受け渡すべく産廃削減に関する作業を開始、2002 年には

「産業廃棄物削減優良業績工場賞」を受賞しました。我々は不断の努力を続けるこ

とで、廃棄物の回収・リサイクルを進め、生産で生まれる廃棄物の総量を効果的に

年々減少させ、回収を行っています。 

 

年度 ポリ袋 紙類 生地リサイクル 金属類 情報機器 

2018 3,465 kg 7,750 kg 12,071 kg 8,459 kg NT$2,900 

2019 3,742 kg 10,244 kg 24,912 kg 7,065 kg NT$5,250 

2020 3,142 kg 10,327 kg 10,098 kg 2,750 kg NT$2,230 

 

環境課題 行動プラン 
2020 年、持続可能性に向け

た具体的成果 

汚染防止 製造合理化 使用剤の改良 有機溶剤使用量を 2%削減 

汚染防止 工程合理化 裁断機設置、裁断

のコンピューター

化 

工程での生地廃棄を 3%削減 

エネルギー管理 節水 雨水回収と利用 水使用量を年 607t 削減（回

収雨水量） 

エネルギー管理 節電 LED 灯・タイマー

への交換など 
電気料金を 219,797 元削減 

グリーン製品 グリーン調達 グリーンマーク製

品を優先 
グリーン調達とエコ工程推

進を維持 

回収と報奨 循環再利用 鉄くずをメーカー

に提供し再利用へ 
回収報奨金 13,750 元 

回収と報奨 循環再利用 古布をメーカーに

提供し再利用へ 
回収報奨金 75,620 元 
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第 6章 企業公約 
雰囲気の良い職場作り 

世堡紡織は誠実な経営を理念とし、労働条件・管理制度・自社で制定する諸規則

は全て中華民国政府の関連労働法規に則り、法で認められた従業員の権益を保障し

ます。弊社は男女雇用機会均等法および職業安定法の関連規定を遵守して全ての従

業員を平等に扱い、「セクシュアル・ハラスメント対策のための申告・懲戒規定」

を制定・実施しています。従業員尊重は弊社の経営原則の一つであり、人間本位の

管理を行い、従業員に必要な協力をしています。さらに公平で合理的な職場環境を

提供、従業員の専門スキルを培い、成長を手助けしています。 

工場区域の入り口には車椅子レーンを設置、身体の不自由な人の出入りの便を図

りました。二棟のビルの間は連絡通路とエレベーターでつながれ、荷揚げ・荷下ろ

し・人間の通行いずれも便利かつ迅速にできるようにしています。またオフィス設

備では身体の不自由な人向けのデスク・チェアセットを備え、化粧室には手すりを

つけて使用しやすくしています。 
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従業員の権益と定年制度 

弊社は労働基準法・男女雇用機会均等法・職業安定法・セクハラ防止や不服申

し立て等に関する法令の規定を遵守し、従業員は労災保険・健康保険に加入し、生

理・育児など各種休暇取得といった権益を享受しています。そのほか柔軟な退職管

理規定を実施しています。新旧制度に基づく退職金支給、また社の重要政策とその

推移を従業員に周知して円滑なコミュニケーションのルートを築き、権益を確保し

ています。 

 

弊社では労働基準法の規定に基づき、毎月専用の銀行口座に退職金をプールして

います。定年退職の条件を満たした従業員には、勤続年数により基本退職金を算定

した上で退職金を支給します。新制度の対象となる従業員には、規定により毎月口

座に振り込みます。 

中高年齢者の採用 

業種を問わず、最も得がたいものは経験です。世堡紡織は全メンバーに配慮して

いますが、特に豊富な経験を持つ人たちを大切にしています。現在 57 名いる従業

員のうち 21 人は 45 歳以上で、25 人が勤続 10 年以上です。さらに、すでに退職し

た同僚が社に戻って専門職に就き、経験を継承しています。1999 年、世堡は行政院

労働委員会から「中高年齢者雇用実績優秀企業」との表彰を受けました。 
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環境と安全の保護 

弊社では OHSAS 18001 に基づく職場の安全・衛生マネジメントシステムを推進

し、「めざせ労災ゼロ」の安全・衛生ポリシーを擁し、以下の措置を取っています。

1. OHSAS 18001 に基づく職場の安全・衛生マネジメントシステムの実施、2.教育

訓練による従業員の安全意識・能力の向上、3.安全・衛生関連法令の遵守と工業・

人員の安全の重視。世堡紡織ではオフィス・工場環境の「5S」を推進、オフィス環

境および工場・作業場の整理整頓と設備の効果的な安全保護措置の維持、また定期

的な労働の安全・衛生教育訓練・啓発を行っています。職場の安全作業規定と訓練

規則を制定するほか、三年ごとの健康診断、定期演習やゼロ労災活動などを通じて、

事故を防止し、労災を最小限に抑えています。 

世堡紡織は 1997 年より ISO 14001 環境マネジメントシステムを、2000 年には

OHSAS 18001 職業安全マネジメントシステムと TS 16949 システムを統合し、三位

一体の環境・安全・衛生マネジメントシステムとしました。さらに ISO 14001 環境

マネジメントシステムに依拠した関連作業規定を制定しています。また全工場一体

型の汚染対策計画と工場敷地内外を対象とした汚染監視体制を定め、将来の環境保

護基準に対応できるような計画・改善措置を行っています。 
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持続的な経営に向けての、明確な目標と実績管理 

持続可能な発展

への核心的目標 

鍵となる指標 2018年 2019年 2020年 2021年 

目標 重みつきKPI 実績 実績 実績 

環境愛護 

電力費（元） 1,273,158 1,218,085 998,288* 1,150,000 

水道代（元） 11,698 9,799 9,562* 9,700 

養生面積 世堡周囲約1000坪の緑地（樹木156本）養生と植栽 

安全重視 無災害記録時間 
2006 年 10 月 1 日〜2021 年 4 月 30 日 計 1,425,407

時間 

廃棄物減量 減量トン数 生産ラインの状況により、発生した廃棄物を分類・

再開集の上利用、回収不能な廃棄物については専門

業者に処理を依頼 

廃棄物回収 回収トン数 

廃棄物再利用 再利用トン数 

 

 

従業員登用と教育 

紡織業は台湾で最も早くから海外移転が進んだ伝統産業の一つですが、同業他社

が次々と中国大陸や東南アジアに移転していたときも、世堡紡織は台湾に残る道を

選びました。生産自動化に投資を続け、積極的に転換を図りました。近年も従業員

数は 50〜60 人を維持し、流動率も低く抑えられています。 

2020 年現在の従業員数は 57 人で、うち男性 17 人、女性 40 人です。 



 

51 

従業員の学歴 

学歴 大学院 大学・高専 中高 

人数 1 26 30 

 

 

 

 

 

 

 

 

人材は世堡が最も重視する資産です。従業員は作業管理規則の関連条規により、

情報を調べることができます。環境および安全・衛生マネジメントシステムと関連

法規の規定により、年齢と勤続年数に応じた各種健康診断を実施、従業員の身体能

力をもとに仕事の内容や配置を調整しています。 

各部署は年末に年度計画申請を提出することができ、従業員は全員「学習パスポ

ート」を持ち、学習の記録をつけるようになっており、人事調整・配置の重要な参

考資料となっています。また弊社では生産力センターの指導により S-OJT 計画表・

技能検定表を作るとともに、オンラインの在職中教育電子管理システムも構築、従

業員に訓練受講後に各自登録してもらい、人材の運用に役立てています。 

   

 

大学院 
 

大学・高専 

 
中高 
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従業員の福利厚生 

弊社は従業員の福利厚生を重視し、整備された給与・報奨金・福利制度を提供

し、従業員皆が各自の持ち場で力を発揮し貢献できるようにしています。福利措置

には、労災保険・健康保険・団体保険への加入、特定の祝日にあたっての特別給与、

定期健康診断、社員寮などがあります。 

近年、台湾全体で出生率が下降しています。弊社ではそれに配慮して、子供が生

まれた従業員に 3000 元（管理職は 6000 元）の育児手当を支給しています。また弊

社では全ての従業員に自分の子供のように関心を持ち、できるだけの配慮をしてい

ます。弊社社長は昨今の物価高騰と育児費支出増大に配慮し、社の営業状況をみて

規定枠外の補助金を出し、従業員が安心して子供の世話をできるようにしています。 

      

 

外国人従業員の福利厚生 
2020 年、弊社では桃園工場で 12 人の外国人従業員を採用し、各部署で基礎的な

作業を担当してもらっています。世堡紡織には台湾人と外国人の区別はなく、皆を

家族のように扱っています。故郷を遙か遠く離れて台湾に来ている外国人労働者が

家族とともにいるように楽しく仕事ができるよう、気配りを欠かしません。 

世堡の外国人従業員は全員フィリピン出身です。近年の気候変動により、台湾も

フィリピンも夏季にしばしば大きい台風被害がもたらされるようになりました。

2013 年に台風 30 号がフィリピン中部に大きな被害をもたらした際、弊社取締役会

はただちに現地出身の同僚に家族が被害に遭っていないか、支援が必要でないか聞

き取りを行い、協力と支援を行う責任者を定めました。また同僚たちは一心同体・



 

53 

持ちつ持たれつの精神で、自発的に給料一日分を出し合い、被災家族の生活再建を

支援しました。 

 

 

また、故郷を離れて仕事に来ている同僚により良い居住環境を提供すべく、弊

社社長は自ら工場幹部と外国人従業員を先導して社員寮を清掃、さらに 100 万元

にのぼる予算を割き、新しくプランを策定して住み心地の良い環境を作り、外国

人従業員の生活の質をより高められるようにしました。 
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スムーズなコミュニケーションのルート 

世堡紡織は従業員を重要な資産としています。その意見は社が進歩する原動力で

あり、その声を重視しています。意見をやりとりするルートは非常に多く、課員な

ら当該課の課長、工場長、作業日誌、または社長などに表明することができます。

よい職場作りはただのスローガンではなく、上は社長から下は末端の従業員まで、

「即座に改善」が世堡紡織の伝統文化であり、「コミュニケーションのバリアフリ

ー」は世堡紡織が従業員の問題を解決するための重要な手段です。 

外国人労働者の心に寄り添う福利厚生は、仕事・生活・プライベートを問わず差

別をしません。責任者が寄り添うだけではなく、台湾人従業員皆も家族同様に面倒

を見ます。時にお互いの言葉が通じないこともありますが、コミュニケーションに

支障はありません。辛抱強いコミュニケーションと手厚い対処のおかげで、外国人

従業員は雇用期間でも帰省の際でも喜んで社に戻ることを希望してきます。心配り

をすることで、全ての従業員を資産としています。 
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幸せな企業 持続可能な経営 
人をよく使うだけでなくよく留めることができるのが良い企業であると、世堡紡

織は信じています。そのため、弊社では現職にも退職者にも心を致しています。従

業員を企業資産としてだけでなく自分の家族として扱い、全ての従業員に自分の家

にいるような気持ちを持ってもらっています。弊社は 2011 年と 2012 年に台北市の

「幸福企業賞」受賞の栄誉に輝きました。 
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第 7章 社会的責任 

異業種交流 

世堡紡織では、社会から得たものは社会のために使うという精神のもと、持てる

能力を社会に還元しています。工場周辺 2,400 坪の緑地を養生し、環境整理と植栽

による緑化を定期的に実施しています。また毎年仕事始めの際のコミュニティ内の

親睦でも植栽による緑化を行い、温室効果ガス削減に尽力しています。近年はマッ

トレス、毛布、バッグ、買い物袋、衣類や帽子などの環境保護製品も開発していま

す。回収ペットボトルのテキスタイルへのリサイクル工程の全体を参観者に実地に

理解していただくため、工場には特にそれらを紹介する「エコ製品展示場」を企画

・設置し、環境保護教育の効果をあげています。自らの生産地区で環境保護関連の

開発を続ける以外にも、産官学各界の招待を受けて世堡の環境保護に向けた理念と

行動を紹介し、大きな反響をいただいています。弊社工場も様々な機関・団体の参

観・経験交流をいただき、毎年約 400 人の訪問を受けています。 

 

世堡周辺の植栽による緑化の現況 
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世堡楊梅工場の企業参観開放 

世堡は積極的に業界交流を行い、経験を分かち合ってビジネスチャンスを創造しま

す。 
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産学協力 

世堡は教育機関との協力も行っています。参観・交流のほか学生に実習の機会も

提供し、紡織産業に一層理解を深めてもらうとともに、卒業後に業界に参入して才

能を発揮する可能性を開いています。学生に理論と産業に対する理解をより深めて

もらうという大学の取り組みに協力するため、場の提供と啓発を行っています。社

内の従業員と学生が面談して交流することで、人材が根を下ろし、紡織産業におけ

る強力な新戦力を創造できることを期待しています。 
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このほか、環境保護の観念は小さいときに学ぶ必要があるということで、世堡で

は幼稚園と小中学校にゴミの分類と環境保護手段の見学を開放しています（これま

でに、喜星園幼稚園、柔徳託児所、ルノワール小学校、台北市立永楽小学校、香港

・正覚蓮社仏教黄藻森学校などをお迎えしています）。また学びを応用できるよう、

各種大学・高専・大学院の紡織関連学科の学生による訪問にも門戸を開いていま

す。学生が産業に対する理解をより深め、飛び込んでくることを期待しています（こ

れまでに、文化大学、万能技術学院、輔仁大学繊維・服飾学科、逢甲大学繊維学科、

中原大学経営学科、国立清華大学科学技術研究科など 10 数機関をお迎えしていま

す）。 
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地域防災 

世堡紡織の工場は桃園・幼獅工業地域に位置します。自他の工場の安全を守るた

め、社内で定期的に消防訓練を行うほか、積極的に地元の消防局と共同で地域消防

訓練を行い、もしものときの対応力と地域の安全を高めています。さらに周囲の工

場とも相互交流を行い、地域との関係をさらに緊密にしています。 

   
 

    


